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ふ
じ
み
野
市
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
、
三
月
十
一
日
の
震
災
後
に

見
え
て
き
た
課
題
と
、
今
後
の
見
直

し
は
。

　

固
定
電
話
回
線
や
携
帯
電
話
な

ど
の
通
信
手
段
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た

こ
と
、
及
び
交
通
網
の
混
乱
に
よ
る
帰

宅
困
難
者
対
策
が
課
題
で
す
。
埼
玉
県

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
市
防
災
計
画
の

見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
育
成
す
る
た

め
、
地
域
住
民
自
ら
の
手
に
よ
る
防

災
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
要
援
護
者
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図

り
な
が
ら
、
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
や

要
援
護
者
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　

大
井
弁
天
の
森
の
取
得
と
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
。

　

貴
重
な
自
然
を
保
全
し
て
い
く

た
め
に
、
大
井
弁
天
の
森
を
特
別
緑

地
保
全
地
区
に
指
定
し
、
計
画
的
に

土
地
を
買
収
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
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大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者

相
談
・
就
労
支
援
な
ど
を
行
な
う
複
合

施
設
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
で
、
市
民
の
利
益

を
損
ね
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
な
ど
、

今
後
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で

検
討
し
ま
す
。

　

貸
し
館
の
旭
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
市
民
の
社
会
活
動
を
支
援
す
る
市
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
内
容
が
違

う
施
設
を
一
つ
の
条
例
で
提
案
し
て
い

る
が
、
こ
れ
で
は
指
定
管
理
者
制
度
の

本
質
を
議
論
で
き
な
い
。
最
初
に
指
定

管
理
者
制
度
あ
り
き
で
は
な
い
か
。

　

法
規
上
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
二
十
二
年
の
公
開
事
業

評
価
を
受
け
て
、
平
成
二
十
三
年
度

予
算
で
は
水
中
運
動
教
室
、
敬
老
祝

金
の
廃
止
・
縮
小
な
ど
、
総
額
一
、

八
四
四
万
七
、
〇
〇
〇
円
が
減
額
に

な
っ
た
。
該
当
す
る
個
人
や
団
体
の
声

を
聞
い
た
の
か
。

　

不
要
と
判
定
さ
れ
た
も
の
で
も
、

担
当
課
を
通
し
て
調
整
を
図
り
進
め

ま
し
た
。

　

ふ
じ
み
野
市
行
財
政
改
革
推
進

五
か
年
︵
集
中
改
革
プ
ラ
ン
︶
と
、
ふ

じ
み
野
市
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
法

的
な
根
拠
は
。

　

法
的
根
拠
は
な
い
で
す
が
、
総

務
省
の
指
針
で
策
定
し
、
公
表
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
決
算
は
合
併
特
例
期
間

の
終
了
を
見
据
え
た
道
筋
が
課
題
だ
。

今
後
の
見
通
し
は
。

　

合
併
の
特
例
に
よ
り
、
交
付
金

が
単
年
度
で
約
八
億
円
上
乗
せ
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
対
応
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
身
の
丈
に

合
っ
た
行
財
政
運
営
、
特
定
基
金
や

減
債
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
必
要
な

こ
と
で
す
。

　

使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
、

負
担
の
公
平
性
、
受
益
者
負
担
と
い

う
観
点
は
。

　

公
共
施
設
を
利
用
す
る
人
、
し

な
い
人
の
公
平
性
を
考
え
る
と
、
見

直
し
は
適
切
に
行
な
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
上

で
、
事
業
委
託
の
あ
り
方
を
再
点
検

す
べ
き
で
は
。

　

任
意
団
体
と
の
契
約
に
お
い
て

は
、
市
が
担
当
す
る
事
務
と
受
注
者

が
受
託
す
る
事
業
と
の
線
引
き
が
あ

い
ま
い
と
な
り
が
ち
で
す
。
履
行
体

制
や
成
果
を
明
確
に
し
て
い
く
た
め

に
、
再
度
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
費
補
助
と
団
体
補
助
の
今

後
の
あ
り
方
は
。

　

団
体
補
助
は
、
事
業
費
を
中
心

と
し
た
補
助
体
系
に
シ
フ
ト
し
て
い

き
ま
す
。
事
業
費
補
助
は
﹁
公
益
上

必
要
な
も
の
﹂
と
い
う
基
準
で
精
査

し
ま
す
。

　

基
金
積
み
立
て
の
目
標
額
と
充

足
状
況
は
。

　

公
共
施
設
整
備
基
金
は
、
広
域

ご
み
処
理
施
設
整
備
に
三
六
億
円
以

上
、
小
中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
に

六
億
円
、
上
福
岡
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
や
庁
舎
等
の
整
備
に
一
〇
億
〜

二
〇
億
円
が
必
要
に
な
る
た
め
、
十
分

な
積
み
立
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
常
収
支
比
率
の
改
善
の
要
因

と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

平
成
十
九
年
度
か
ら
段
階
的
に

改
善
さ
れ
、
今
年
度
八
九
・
八
％
と
四
・

一
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
要
因
と

し
て
は
、
経
常
経
費
が
増
︵
約
四
億
六
、

六
〇
〇
万
円
︶
の
一
方
で
、
経
常
一
般

財
源
の
中
に
約
一
〇
億
二
、
〇
〇
〇
万

円
の
増
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

今
後
も
経
常
経
費
の
削
減
と
市
税
収
入

の
確
保
と
、
各
種
基
金
の
積
み
立
て
や

事
業
の
取
捨
選
択
を
行
な
い
、
今
後
も

経
常
収
支
比
率
九
〇
％
未
満
を
目
標
と

し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
の
繰
越
欠
損
金

が
累
積
し
て
い
る
が
、
経
費
削
減
の

結
果
、
約
四
、
五
五
〇
万
円
の
損
失

削
減
に
な
り
、
総
収
支
比
率
は
二
・

七
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
料
金
収
納

も
改
善
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

供
給
単
価
と
給
水
単
価
の
逆
ざ
や
一

八
・
一
〇
円
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

逆
ざ
や
の
解
消
は
、
県
水
単
価

の
改
定
に
合
わ
せ
た
料
金
改
定
も
考

慮
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　９月定例会では、平成22年度決算認定のほか、平成23年度
一般会計補正予算など議案36件と、議員提出議案６件が審議さ
れました。
　今議会では、前年度決算を踏まえた今後の課題を解決するため
の方策、また大井総合福祉センターなど指定管理者制度について
議論が集中しました。
　決算は決算特別委員会で審査の上、認定。補正予算、条例もす
べて可決され、議員提出議案では意見書１件が全員賛成で可決、
決議１件が可決されました。

平成23年４月に新しくなった認可保育園
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